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６．共同研究の成果 
    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

近年，情報技術の発達に伴いデータが大規模複雑化し，データ解析による「予測」や「特徴

把握」を行うことの需要が社会的・学術的にも高まってきている．そのような大規模複雑デー

タに対して既存手法では，適用困難である場合や解析結果を得たとしてもその解釈が困難であ

るという問題が挙げられる．そこで，パラメータの推定が速く，モデルの解釈が容易である行

列近似に基づくデータ解析手法の研究・開発は重要となる．そこで，研究代表者らは実際に有

用で，かつ適用可能な行列近似に基づく新たな解析手法の開発を行った． 
 主な研究成果として，2 つ挙げられる．1 つめは，データ行列の対象数が多い場合，既存の次元縮

約方法を適用しても結果の解釈が困難となる問題を克服するため，「クラスタリング法と次元縮約の

同時分析法の開発」を行ったことである. 各対象の特徴ではなく，各クラスターの特徴を解釈しや

すい低次元空間を検知することが可能であり，かつクラスタリング結果の精度も良いことが利点と

して挙げられる．本研究成果では「量的データ」，「質的データ」，「関数データ」，「区間値」等に対

する次元縮約クラスタリング法を提案し，いずれもその有効性を示すことができた．2 つめは，変

量数が膨大なデータ行列に対して，既存の次元縮約方法を適用しても結果の解釈が困難となる問題

を克服するため「スパース推定に基づいた次元縮約法」を開発したことである．スパース推定によ

って各次元の解釈すべき項目数を減らすことができ，実用上適用可能な手法となっていることが利

点として挙げられる． 
成果の詳細は以下のとおりである． 
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